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粒大および粒形に係わる 2種の主働遺伝子の関係

一一稲の交雑に関する研究 第LXXXVII報1)，2)一一

高牟礼逸朗・木下俊郎

(北海道大学農学部作物育種学教室)

(昭和58年3月9日受理)

Genetical Relation between Lk-f and Mi Genes Concerning 

with Grain Size 

-Genetical studies on rice plant， LXXXVII-

Itsuro TAKAMURE and Toshiro KINOSHITA 

(Plant Breeding Institute， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

緒 言
た弘前大学農学部附属農場長森敏夫教授に謹んで感謝申

し上げる。また，供試材料の育成および実験遂行上御助

イネの籾あるいは玄米の犬きさや形は重要な農業形質 力を戴いた前JII雅彦博土をはじめ育種学教室の方々，特

で，環境の影響を比較的受けにくい安定した形質で、ある に実験遂行に一方ならぬ御協力を戴いた柳沢朗氏，回ヲ!

ことから，品種分類上の基礎となり得るとともに，多く 正氏に厚く御礼申し上げる。

の遺伝学的研究がなされている。玄米の大きさと形は大

部分籾の形態によって規制されるため，穎の先端を切除

した場合を除いて，籾と玄米の大きさや形はほぼ同ーの

遺伝形質とみなされ，粒大や粒形として扱うことができ

る6)，8)。

一般に粒大はポリジーン支配による量的形質の場合が

多いものの，いくつかの主働遺f釘もまた報告されてい

る。日本型イネではこれまで，大粒の方向へは bk3)，11)

をはじめ，Gr2)， Lkプ10)などが知られており，一方，

小粒方向へは Spll，Mi4)，9) などが報告されている。 ま

た楼性遺伝子の多面発現によって粒大に影響を与える場

合があり，特に d-l，d-7， d-ll， d-18， d-80等は短

粒化への作用力の大きいことが知られている5)。

本実験では，Lkずと Miの遺伝的関係を調査し さ

らに Lkブと標識遺伝子との連鎖関係から所属連鎖群を

明らかにした。

本文に入るに先立ち，供試材料「房吉」を分譲して戴

いた岡山大学農業生物研究所助教授武田和義博士ならび

に実験闘場の提供および材料の育苗管理に御高配を賜っ

1) 北海道大学農学部作物育種学教室業績

材料および方法

供試材料は弘前大学より導入した「房吉」と作物育種

学教室で保存中の5種の検定系統との交雑組合せの後代

である (Table1および Table2)0 I房吉」は大粒品種

で不完全優性遺伝子 Lkブを有する10)0 H-343は不完全

優性遺伝子Miを有する小粒系統で， H-545は d-ll

とMiをあわせ持つ本教室の保有系統では最小粒の系統

である。

実験は1980年から 1982年にわたって行った。供試材

料は4月下旬に北海道大学農学部世代短縮温室内に播種

し 5月下旬に弘前大学農学部附属金木農場の実験水田

に1株 1本植えにより移植した。標識形質の調査は9月

下旬に主として水田で行った。籾長および籾幅の調査は

各個体5粒ずつ， 0.1mmまで測定できるマイクロメータ

ーを用いて測定し，個体の平均値を算出した。遺伝子の

連鎖・独立関係を調べるにあたり，組換価を IMMERの

乗積比法あるいは最尤法によって算出した。

2) 文部省科学研究費(総合研究A，課題番号0526001)による研究成果

l 
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Strain 

Table 1. List of the strains us巴d

Marker genes Gene for grain size 

Fusayoshi 

A-5 Akamuro C/lr， 1'1， Pr， Rc， Rd， 1-勾・+

Lkプ

A-32 Furen-bozll Ur 

H-79 Linkage tester 

1-1-343 do. 

d-2， 19， la， bc-l 

C/lp， 1'1， Pr， wx， !VIi 

d-2 

Mi 

Mi， d-ll 日一545 do. d-ll， Mi 

Cross combination 

Table 2. List of the cross combinations used 

Generation Year 

F2 1981 

F2 1982 

F2 1980 

F2 1980 

F3 1981 

F3 1982 

F2 1980 

A-5 Akamuro x Fusayoshi 

A -32 Furen-bozll x do. 

H -79 Linkage tester X do. 

H-343 do. x do. 

do. 

do. 

H-545 

do. 

do. 

do. 

×

×

×

 

do. 

do 

do. 

実験結果

1. MiとLk-j"の遺伝的関係

H-343x房吉の F2集団および F3系統と H-545x房

吉のむ集団を用いて粒大の変異を調べた。

籾長の平均値はH-343で3.92mm， H-545で3.23mm，

「房吉」で8.07mmであり交雑組合せの Flでは H-

343x房吉で5.80mm， H-545 x房吉で5.82mmとなり，

Flはそれぞれ両親のほぼ中間値を示した。 また， F2集

団の籾長の頻度分布を Fig.1iこ示した。分布型はFlの

平均値をモードとし両親の平均値を両端とする連続的

な分布を示した。 H-343x房吉の F2では5{固のピーク

が存在し， H-545x房吉の Fzでは d-llによる分離を

媛性の特徴から区別できたのでこれを加えて， 6{闘のピ

ークが見出された。 しかし，d-ll型の変異を除くなら

ば，ほぼH-343x房吉の分布に等しくなり 5個のピーク

となる。一方， F2集団の籾幅の変異は全く連続的なiJifj度

分布を示し，主働遺伝子によると思われるような変異は

見出せなかった (Fig.2)0 H-343 x房吉の F2集団では有

吉個体と無f個体がほぼ3:1の比に分離し， tf性には

1対の主(動遺伝子が関与していた。

さらに， H-343x房吉の F2集団より 72個体を無作為

に抽出して，日系統 (1系統30から 50個体を含む)を
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Fig. 1. Frequency distributions of grain length 

in F2 populations of the crosses between 

Fusasoshi and small grain strains (H-343， 
H-545). 
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Fig. 2. Frequency distributions of grain width 

in F2 populations of the crosses between 

Fusayoshi and small grain strains (H-343， 
H-545). 

養成した。 各日系統の籾長の平均値と系統内の変異に

基づいて 5種の系統群に類別したが，これらの系統群は

それぞれF2において生じた5個のピーク付近から由来

していた。つぎに，F3代の平均値と分離型からむの遺

伝子型を推定した (Table3)。

第I群は H-343と同様の籾長(小粒型)に固定した

9系統から成り，遺伝子型を1¥1i1¥1i十十と推定した。

第 II群の 10系統は籾長の平均値が H-343から F1の中

問で，系統内においては小粒型 (H-343型)・やや小粒型

(H-343とF1の中間) 中粒型 (F1程度)をほぼ1:2:1の

比で分難した (Table4)。 したがって，この群の籾長の

変異には 1対の不完全優性遺伝子の関与することが示さ

れた。また，第 II群には無芭の固定系統とさ性の分離

系統が混在していた。武田・斎藤10)によれば「房吉」の

有する古遺伝子 AI1 とLkヅは相引で 7.6%の組換価を

もって連鎖している。 .1¥11とLkて/の強い連鎖関係を考

慮に入れるならば，;ln による古性の分離を生じなかっ

た系統では 1¥1iのみが籾長の変異に関与し，古性の分

離を生じた系統では Lkてfが籾長の変異に関与している

場合の多い可能性が考えられる。したがって，第 II群に

ついてむの遺伝子型を推定するならば，1¥1i十++と

1¥1i1¥1i Lkゾ、+の2種の場合がある。第III群には F1

に近い籾長の平均値で固定した1系統と，平均値はF1

程度であるが系統内で広い阪の変異を示す25系統を含

んでいた。 l盟定系統の遺伝子型は十++ +と 1¥1i1¥1，
LkゾLkプの 2種のいずれかであると考えられるが， こ

の固定系統は有吉で国定したことより，後者の遺伝子型

の可能性が高い。残りの 25系統ではすべて F2と同様の

広い変異幅の分離を示ししかもt性も分離したことか

ら，Fzの遺伝子型を F1と同じく 1¥1i+Lkデ+である

と推定した。第 lV群の 16系統は籾長の平均値がF1と

「房吉」の中間にあり，系統内では中粒型.やや長粒型

(F1と「房吉」の中間):.長粒型 (r房吉J型)をほぼ1:2:1

の比で分離した (Table5)。 また， 第IV訴には有芭固

定系統と古性分離系統が混在していた。第II群の場合

と同様に籾長に関与する遺伝子は，有t回定系統では

1¥1i分断i型，また在性分離系統では Lkプ分雌型の多いこ

とが考慮された。したがって，第IV群系統の F2におけ

Table 3. Estimated genotypes of F2 individl1als and the observed 
freql1encies of the F3 lines 

F2 genotype F 3 phenotype Obs. 

工 MiMi + + Short， bred trl1e 9 

一u
λ1;1¥1i L十Lゾ十 Intermediate寸lOrt，segregating 10 
1¥1i + + + 

EfiAfz L+ hゾLk-f Normal， bred trl1e 1 
JI[ + + + + 

Mi + Lkゾ十 Long-short， segregating 25 

lV Mi+LLhhずtYLK+ゾ Intermediate-long， segregating 16 
+ + 

V + + LkゾLkゾ Long， bred true 11 

Total 72 
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Table 4. Segregations of grain length in F3 lines derived from 

the group Il in F2 population 

Strain PhenotFy2 pe 
Segregation mode in F3 

No 
Total ):2 (1 : 2 : 1) 

m Short Interm. short Normal 

34 ]1 10 17 5 32 1.69 

115 8 17 6 31 0.55 

126 5 12 8 25 。冒76

128 10 17 5 32 1.69 

166 12 15 5 32 3目19

170 3 10 8 21 2.43 

186 6 12 12 30 3.60 

277 9 18 4 31 2.42 

280 8 12 6 26 0.46 

283 4 15 12 31 4.16 

Total 75 145 71 291 0.11 

Homogeneity: %2=20.83， d. f.ニ18， pニ0.3-0.2.

Table 5. Segregations of grain length in F 3 lines derived from 

the group IV in F2 population 

Strain PhenotFy2 pe 
Segregation mode in F3 

No. 
Tolal χ2 (1: 2: 1) 

m Normal Interm. long Long 

2 IV 9 25 13 47 0.87 

5 9 19 8 36 0.17 

6 13 22 12 47 0.23 

44 11 25 7 43 1.88 

68 8 15 9 32 0.19 

103 6 8 1 15 3.40 

131 7 14 11 32 1.50 

152 9 15 7 31 0.29 

157 5 12 7 24 0.33 

174 10 11 9 30 2.20 

178 7 13 10 30 1.13 

188 7 18 4 29 2.31 

260 14 14 4 32 6.75* 

273 9 18 4 31 2.42 

278 8 10 9 27 1.89 

284 12 21 14 47 0.70 

Total 144 260 129 533 1.16 

Homogeneity: ):2=25.11， d. f.=30， p=0.8-0.7. 
* Significant at the 5% level. 
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る遺伝子型は Mi十 LkプLkブと ++Lkゾ+の2種 目系統比では，第I群と第V群がかなり過剰となり，

が考えられる。第V群は「房吉」型の長粒に固定する 11 反対に第II群と第IV群は過少となっk.oまた第III群

系統から成り，遺伝寺型を十十 LkゾLkゾと推定し のうちの固定系統としての理論{直は9系統であったのに

た。以上の結果より，MiどLkヅは籾長に対して相反 対して，実際ーには 1系統しか見出されなかった。ここで

する方向に作用するものの，それらの作用力はほぼ等し MiとLkプの連鎖、関係を考慮して最尤法により組換価

くて相加的効果を有すると考えられる。 を算出すると， 相反で24.1%の値を得た。日系統比

さらに， もし A1iとLkプが独立関係にあるならば， の観察値は24.1%の組換価による期待値に良く適合し

むでは第I群から第V群に至る各遺伝子型を 1・4:6: て，ここに MiとLkゾの連鎖関係が明らかにされた

4:1の比に分離することが期待される。 しかし実際の (Table 6)。

Table 6. Linkage relationship between 1Y[; and Lkプ

Phenotype 工 五 III 

o. 9 10 26 

c. (1・4:4:1) 4.50 18.00 27.00 

c. (R.C.V.二 24.1%) 10.37 13.17 24.92 

1982年には MiとLkゾの連鎖関係についての追試

と，++十十型の中粒型固定系統を得ることの 2つの

目的から F2集団中でFl付近の籾長を示した約90個体

をすべて日系統として栽培した。もしMiとLk-jが独

立関係にあったならば， F2の294個体から円程度の籾

長で固定する日系統は36.75系統を期待できる。実際

の固定系統は新たに見出された5系統を加えても 6系統

に過ぎなかった。したがって，MiとLkブの連鎖関係

は十分に支持された。 また固定系統のうち， 2系統は無

亡で固定していて (Table7)，遺伝子型は++十十で

ある可能性が高かった。

Table 7. F3 lines bred true to the medium 

length (normal type) of grain (1982). 

Strain No. of Grain length 
No. plants (Mean土S.D.)

Awn 

14 43 6.07::¥:0.11 i1n bred true 

38 38 6.03土0.15 ど1nbred true 

56 48 5.73土0.14 segregatmg 

104 48 5.68::1::0.13 an bred true 

193 32 6.16::1::0.08 an bred true 

33* 41 5.56土0.10 An bred true 

* Cultivated in 1981 

2. Lt，，-fによる粒大の分離
Lkずのみあるいは，Lkプ、と媛性遺伝子の双方がF2分

離に作用する場合の粒大の分離を調べた。

Goodness of五t
lV V Total χ2 p 

16 11 72 

18.00 4.50 72.00 17.70 <0.005 

13.17 10.37 72.00 1.64 0.90-0.80 

「房吉」と 3種の検定系統との交雑組合せで，親系

統と Flの籾長平均値およびF2集団の籾長頻度分布を

Fig.3に示した。 Flの籾長は A-5赤室×房吉， A-32 

風速坊主×房吉では両親のほぼ中間値となり， H-79 x 

房吉では「房吉Jに近い値となった。 H-79x房吉の F2

では媛性遺伝子d-2による分離を生じたため，正常型

とd-2型を区別して，それぞれの頻度分布を示した。

日集団の籾長分布はいずれも Flと検定系統の籾長付近

の2カ所にピークを有する 2頂分布となり 1対の不完

全優性遺伝子Lkプの関与することが示された。一方，

F2集団の籾幅の変異はいずれも連続的で，Lk-fは籾幅

にほとんど影響をおよぼしていなかった (Fig.4)。

各F2集団を籾長と粒形から大粒(長粒)個体群と正常

(中粒)個体群の2群に類別すると，3: 1の理論比によく

適合した (Table8)。各 F2集団において Lkプ、と d-2

に基づいて分離した各群の籾長と籾阪の平均値を正常型

(Lkプ十またはLk:t+d-2十)に対する指数(%)として求

めて Table9および Table10に示した。籾長につい

ての2群および4群の関係はA-5x房吉， A-32 x房吉で

はLkプ>+， H-79x房吉ではLkゾ+> Lk-f d-2>++ 
>+d-2となった。 Lk-fは籾長を増大する方向に作用

し，d-2は減少方向に作用した。各F2集団において，

Lkプ型(ヘテロ型を含む)はLk-f+Lkプ+型(ホモ型)

に較べ約20%籾長を増大させた。また，籾長に対する

作用力はLk-jの方が d-2より大であったが，両遺伝

子聞には上位性がみられなかった。籾幅に関してはA-5

x房吉， A-32 x房吉では Lkプ>十， H-79 x房吉では
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H-79). 

Fusayoshi and tester strains (A-5， A-32， 
H-79). 

Table 8. Segregations of grain type in F2 populations of the 

crosses between Fusayoshi and tester strains 

Phenotype Long Normal Goodness of五t
Cross combination TotaJ 

Genotype Lk~f + %2 (3: 1) 

A -5 x Fusayoshi Obs. 218 68 286 0.23 0.7-0.6 

A -32 x Fusayoshi Obs. 231 83 314 0.34 0.6-0.5 

H-79XFusayoshi (+) Obs. 163 46 209 1.00 0.4-0.3 

(d-2) Obs. 72 21 93 0.29 0.6-0.5 

(TotaJ) Obs. 235 67 302 1.28 0.3-0.2 

Total Obs. 684 218 902 0.33 0.6-0.5 

Hemogeneity:χ2ニ1.53，d. f. = 3， p = 0.7-0.6 
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Table 9. Mean grain length in F2 phenotypes 

Grain type Long Normal 

Cross combination Plant type Normal Ebisu-dwarf Normal Ebisu-dwarf 

Genotype Lkてf+ Lkブ d-2 +十 十 ι1-2

A-5XFnsayoshi 7.82土0.431) 6.57::!::0.22 
(1l9)2) (100) 

A-32XFusayoshi 7.31土0.50 6.01土0.20
(122) (100) 

H-79XFusayoshi 7.80::!::0.45 7.16士0.47 6.49::!::0.19 6.03土0.20
(120) (110) (100) (93) 

1) 乱1ean::!::S.D. (mm). 

2) Percentage of that of normal type (十+).

Table 10. Mean grain width in F2 phenotypes 

Cross combination 

A-5XFusayoshi 

A-32XFusayoshi 

H-79XFusayoshi 

1) Mean::!::S .D. (mm). 

Grain type 

Plant type Normal 

Genotype Lkゾ+

3.79土0.121)
(104)2) 

3.66土0.16
(106) 

3.52土0.12
(103) 

2) Percentage of that of normal type (十+).

Lk-fd-2> + d-2>Lkデ+>十+となった。 Lkゾと
d-2の両遺伝子はともに作用力は小さいものの，籾隔を

やや増大する方向に働いていた。

3. Lk-fの所属連鎖群

「房吉」と 3種の検定系統の交雑組合せの F2集団を用

いて，Lkデの関与する粒大の分離と標識遺伝子による

分離とを調べて，連鎖関係を調査した。

Table 11には Lkゾと標識遺伝子間の連鎖・独立関

係を示した。 A-5赤室×房吉の F2ではA-5が有芝であ

って， F2では有=c:無亡が 15:1の比に分離した。した

がって，重複遺伝子の関与することが考えられた。組

換価の精度はそのためやや低くなったものの，Lkプと

Anの聞には相引で15.2%の組換価が得られ，武聞・

斎藤10)による組換価 (7.6%)よりやや大きい値となっ

た。 H-79x房吉の F2では Lkプと第XI連鎖群に所属

する hc-l(鎌いらず -1)との閑に相引で19.2%の組

換価が計算され， 新たな連鎖関係が見出された。 A-32

風連坊主および H-79はともに無tさであり， F2におい

てはt性に関して 3:1の分離比が期待されたものの，実
際には有t個体がやぞ過剰に生じたため，組換価を算
出し得なかった。しかし AnとLkゾ，Anとhc-lにつ

Long Normal 

Ebisu-dwarf Normal Ebisu-dwarf 
4 

Lkデ d-2 + + 十 d-2

3.63土0.00
(100) 

3.45::!::0.00 
(100) 

3.68士0.15 3.41土0.13 3.57 ::!::0.0l 
(108) (100) (105) 

いての関係を調べたところ，各組合せにおける独立性

のPは0.1%水準で有意となった (Table12)。したが

って，位置関係は未定であるが，JlI1， Lkブ;bc-lの3;宣
伝子間には連鎖関係が存在していた。なおLkゾ、と ClJr，

Ur(第I群)， d-2， 19(第II群)， Rc(第 IV群)および la

(第VIII群)の各標識遺伝子との聞にはそれぞれ独立関

係が確かめられた (Table11)。

考察

武田・斎藤10)は「房吉Jをめぐる交雑実験で，Lkブは

向型接合体聞の比較で、は玄米の長さを1.3~1.4 倍とし，

幅と厚さを1.01~1.06 倍にする作用を有する主働遺伝子

であることを明らかにした。本実験においても F2集団
を用いて，長粒型 (Lk:f'Lkゾ，Lkゾ+)では正常型(+

+)に較べて籾長を約1.2倍， 籾幅を1.03~1.06 倍にす

る作用を有することを確かめた。盛永ら6)および武田・

高橋8)が指摘したように，自然、状態で発育した玄米は籾

殻の大きさによって規jj，'¥jされており，LJeゾによる作用

も玄米と籾の大きさについて同様な関係に帰着すると考

えられる。また，媛性遺伝子，d-2は多面作用として短

粒化に働くことが知られている5)。今回の実験から d-2
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Tahle 11. Combined segregations between Lk-f and marker genes 
in F2 populations 

A-5 x Fusayoshi 

Gene pair Linkage R. C. V. F2 segregation 
Tota! 

Goodness of五t

A 13 phase (%) A13 Ab 。13 ab Ratio ;(2 p 

Lkゾ CBr Rep. 55.4 Obs. 170 48 48 20 286 9:3:3:1 1.95 0.60-0.50 

Rc Rep. 49.2 Obs. 161 57 51 17 286 9:3:3:1 0.38 0.95-0.90 

An Obs. 212 6 54 14 286 45: 3: 15: 1 27.55 く.0001

Crop. 15.2 Cal. 209.48 5.02 58.65 12.85 286.00 0.69 0.90-0.80 

A -32 x Fusayoshi 

Lkプ Ur Rep. 48.9 Obs. 169 62 62 21 314 9:3:3:1 0.76 0.90-0.80 

H-79XFusayoshi 

Lkプ d-2 Coup. 49.5 Obs. 163 72 46 21 302 9:3:3:1 6.69 0.10-0.05 

〈旨 Coup. 47.5 Obs. 183 52 50 17 302 9: 3: 3: 1 2.35 0.60-0.50 

la Coup. 52.7 Obs. 182 53 54 13 302 9: 3: 3: 1 3.05 0.40-0.30 

bc-l Obs. 204 31 21 46 302 9:3:3:1 79.85 <0.001 

Coup. 19.2 Cal. 200.29 26.21 26.21 49.29 302β0 2.20 0.60-0.50 

Tahle 12. Combined segregations in F2 populations， indicating linkage 
relationships between An and Lkデ andbetween An and bc-l 

Cross combination 
Awn χ2 for 

A.n 
Total 

independence + 

Lkブ‘ 224 7 231 
A-32XFusayoshi 115.78**本

+ 38 45 83 

Ll?ゾ 219 16 235 
H-79XFusayoshi 80.53ホ**

十 31 36 67 

+ 208 17 225 
H-79XFusayoshi 57.81キ**

bc-l 42 35 77 

料*;. Significant at the 0.1 % level. 

を含む交雑組合せでは，d-2が籾長をやや減じ，籾幅を の組換価により連鎖関係が見出された。

わずかに増加する作用を有していた。また，Lkゾと d-2 武田・斎藤10)によれば，Lkプと Anが相引で 7.6%

の粒大に対する作用についても上位性はみられず，むし の組換価をもって連鎖していた。この Anは An-1，

ろ相加的に働き合うことが明らかとなった。 An-2およびAn-3のいずれであるか。または別の芭遺

Mi は Lkてf とは反対に玄米の長さを 0.7~0.8 倍にす 伝子ーであるか不明であったが，本実験において H-79x

る不完全優性遺伝子である9)が，今回の交雑実験によっ 房吉の日から，Lkブ、と第XI連鎖群に所属する bc-l

て， MiとLkデは籾長に対して相反する方向に作用し， との聞に 19.2%の組換価による連鎖関係が見出された。

両者の作用力がほぼ拾抗していて，しかも上位性のみら また同ーのF2集団において AnとLkプ，A況と bc-1の

れないこと，また雨遺伝子は相力目的に作用することが明 間にもそれぞれ χ2_分析から連鎖、関係のあることが示さ

らかとなった。 なお，MiとLkゾの問では相反で 24.1% れた。したがって，Lkプ，AnおよびMiは共に第XI連
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鎖群に属するものと考えられる。なお SASTRy7)もbc-l

とAnの間に38.1%の組換価による連鎖関係を認めて

いる。この第X1連鎖群所属の古遺伝子を今後An-3と

称する。

本実験ではLkプと An-3の密な連鎖関係を利用して，

MiホモでLkゾヘテロ型の F2個体と MiヘテロでLk-

f十ホモ型の F2個体を区別するというように遺伝子型の

推定の補助手段として用いた。このようにAn-3はLkグ

の遺伝子分析や選抜の際の指標となり得る。一方，両遺

伝子の組換型が得られたことから，大粒でかつ無芭系統

の育成も可能である。

摘 要

1) 小粒系統 (H-343およびH-545) と大粒品種(房

吉)の交雑組合せを用いて，粒大や粒形に関する遺伝

子分析を行い，MiとLkゾの遺伝的関係を明らかにし

た。 MiとLkてfは籾長に対しては相反する方向に作用

するが，その作用力はほぼ等しく，相加的に働いていた。

2) j¥1iとLkデの間に24.1%の組換価で連鎖関係が

見出された。

3) ["房吉」と検定系統の交雑組合せの F2集団を用い.

て，粒大の変異を調べた。 F2集団の Lk-f型と正常型の

比較から，Lkゾは籾長を約1.2倍とし，籾幅もやや増大

する作用を有することが明らかとなった。

4) 夷型媛性遺伝子，d-2は籾長をやや減少させるが，

Lkてfとの聞に上位性はみられなかった。

5) Lkずと世遺伝子のーっとの間の連鎖関係を確認

した。また，新たに Lkゾと bc-l(鎌いらずー1)の聞

に19.2%の組換価で連鎖関係を見出した。 したがって

Lkブ，Aη-3およびMiが第 X1連鎖群に属することが

明らかとなった。
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Summary 

Genic analyses were carried out on the grain 

type named as ‘Fusayoshi long grain'. 1n the 

F2 population of the cross， H-343 (minute grain)x 

‘Fusayoshi' (long grain)， the frequency dictribution 

of grain length indicated a conitnuous variation 

having five peaks. 1t was estimated from the pro-

geny test in F3 lines that two incomplete dominant 

genes， Mi and Lkデ areresponsible for the varia-
tion of grain length and the both genes inserted 

their' actions in a reverse direction showing additi-

veness of the gene interactions. 1n this cross， it 

was found that Lkゾlinkswith Mi with the linkage 
intensity of 24.1% in the repulsion phase. Under 

the genic postulation involving the linkage rela-

tion， the observed segregation ratio of F3 pedigrees 

salis五ed the theoretical frequencies due to the 

linkage relation between Mi and Lkプ;
1t is known that the linkage relationship exists 

between LkデandAn (one of the genes for awning) 
with the recombination value of 7.6% (Takeda and 

Saito 1980). 1n this experiment， the linkage rela-

tions between the both genes were con五rmed

again in the crosses between ‘Fusayoshi' and test-

ers. 1n the cross， H-79x‘Fusayoshi'， a new linkage 

relation was detected between Lkプandbc-l (brittle 
culm-l) with a recombination value of 19.2% in 

coupling phase. Linkage relations also existed 
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between An and Lkブ andbetween An and bc-l， 

respectively. Thus it was demonstrated that the 

three genes An-，守，Lkブ andM， join in the elev. 
enth linkage group. 

Explanation of plates 

1. Minute grains (H-343). 

2. Normal grains (Fl of the cross， H-343x‘Fusayoshi'). 

3. ‘Fusayoshi' long grains. 
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